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壱岐市農業委員会定例会（平成２９年２月） 

議 事 録 

１．開催日時    平成２９年２月２７日（月） 午後４時 

２．開催場所    壱岐市役所石田庁舎 ２階 第４会議室 

３．出席委員    ・・・・ 農業委員会長 外   農業委員 ２７名 

４．欠席委員    ・番 ・・委員 ・番 ・・委員 

５．事務局職員   事務局長 ・・・・ 係長 ・・・・ 主事 ・・・・ 

６．議事日程 

第１．議事録署名委員の指名 ・番 ・・委員 ・番 ・・委員 

第２．議案第１０号 農地法第３条の規定による許可申請について 

   議案第１１号 農地法第３条第１項目的の買受適格証明願に 

ついて 

   議案第１２号 農地法第５条の規定による許可申請について 

議案第１３号 平成２８年度農用地利用集積計画の承認について 

（第６回） 

７．その他

開 会 （ 午後 ４：００ ） 

事務局   皆さん、こんにちは。ご案内の時間になりましたので、只今から平成２９

年２月の農業委員会の総会を開会いたします。 

本日は、・番 ・・委員さん、・番 ・・委員さんより欠席の届けが出てお

ります。 

本日の出席委員は３０名中２８名で定数に達しておりますので、総会は成

立しております。 

それでは、・・会長に挨拶をお願い致しまして、引き続き議事の進行をお願

い致します。 

議長    【会長挨拶】 

それでは、座らせて頂きます。早速でございますが、これより議事に入た

いと思います。まず日程第１の議事録署名委員及び会議書記の指名を行ない

ます。「壱岐市農業委員会会議規則第１８条第２項」に規定する議事録署名委

員ですが、議長より指名させていただいてよろしいでしょうか。【はいの声あ

り】 

      それでは、本日の議事録署名委員は、・番・・委員、・番・・委員にお願い

をいたしたいと思います。よろしくお願いいたします。 

      なお、本日の会議書記には事務局、・・主事を指名いたします。 

      それでは、日程第２の議案第１０号「農地法第３条の規定による許可申請
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について」を議題といたします。事務局より議案の説明を求めます。 

事務局   議案第１０号「農地法第３条の規定による許可申請について」、農地の所有

権移転につき、次のとおり許可申請が提出されたので、審議のうえ決定の要

がある。 

所有権移転の案件が６件あがっております。受け手は全て個人ですので法

人要件の適用はありません。また、農地を売り渡すこと等を目的とするもの

で、信託の引受け、信託事業による取得ではありませんので、信託要件の適

用もありません。それから、売買、贈与ですので、又貸し、転貸禁止要件に

も当たりません。 

従いまして、全部効率利用要件、取得しようとする者が農地全てを効率的

に耕作すると認められること、この判断は、農機具が揃っているか、労働力

が確保されているか、技術、農作業暦などで行ないます。それと、農作業常

時従事要件、取得側が年間１５０日以上従事していること。下限面積要件、

取得後の面積が５０アール以上かどうか。地域との調和要件、農地の取得に

よって地域の農業形態に支障が出ないか、というような 4 つのことを審議し

て頂くことになります。 

４番 土地の所在 

郷ノ浦町柳田触・・・・  田   ４５４㎡ 

同じく          田 １，９７３㎡ 

同じく          田   １３４㎡ 

同じく          畑   ８４９㎡ 

同じく          畑   ８６３㎡ 

同じく          畑   ６４１㎡ 

同じく          田   ７００㎡ 

同じく          畑 １，４２４㎡ 

田が４筆で３，２６１㎡、畑が４筆で３，７７７㎡計８筆の７，０３８㎡ 

譲渡人、・・・・・・・・・・ 

譲受人、・・・・・・・・・・ 

経営地は田が９，５６０㎡ 畑が１１，５６６㎡ 計２１，１２６㎡です。 

申請理由、譲渡人、島外に居住し、高齢で耕作できないので贈与する。 

譲受人、現に耕作しており、受贈後も引き続き耕作に従事する。というこ

とです。権利の設定内容は贈与です。 

「全部効率利用要件」、主な作付けは水稲・アスパラガスです。農機具はト

ラクター、田植機、ホイルローダー、軽トラックです。稲刈は委託をされて

あります。農作業暦は本人、妻共に２年、父５０年、母４５年です。通作距

離は遠いもので７００ｍほどです。これらの状況から、全体的な有効利用、

効率的利用は問題ないと判断されます。 

「農作業常時従事要件」、年間通しての従事が見込まれます。「下限面積要
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件」も問題ありません。 

「地域との調和要件」ですが、今までどおり水稲等を作付ける予定であり、

周辺農地への影響はないと判断されます。

 よって農地法第 3 条第 2 項各号に該当しないため、許可要件のすべてを満

たしていると考えます。

２月２０日に・・委員さんと譲り受け人のお父さん立ち会いの下、現地確

認を行なっております。以上で事務局からの説明を終わります。 

議長     はい、以上の説明でございますが、補足説明ございましたら。 

・・委員   議長。 

議長     はい、・番・・委員。 

・・委員   担当の・・です。２０日に事務局と・・さんの父親、・・さんとで現地確

認をいたしました。・・さんは・・さんの叔母にあたられます。島外に住まわ

れて高齢の上、農地を継ぐ人がいないという事です。既に・・さんが耕作さ

れており何ら問題はないかと思われます。どうぞよろしくお願いいたします。 

議長     はい、以上の補足説明でございますが、どなたかご質疑ございませんでし

ょうか？【異議なしの声あり】それではご異議ないようですので、４番は決

定いたします。 

続きまして、５番の説明を求めます。 

事務局      はい、５番でありますが、大変申し訳ありません、理由欄の権利の設定内

容が漏れておりますので、権利の設定内容（贈与）を記入願います。お手数

をおかけします。土地の所在 

勝本町立石東触・・・ 田 １，０４２㎡ 

同じく        田 ２，６３５㎡ 

勝本町立石東触・・・ 畑 １，６１７㎡ 

勝本町立石東触・・・ 田   １９５㎡ 

田が３筆で３，８７２㎡、畑が１筆で１，６１７㎡計４筆の５，４８９㎡ 

譲渡人、・・・・・・・・・・ 

譲受人、・・・・・・・・・・ 

経営地は田が３，８７２㎡ 畑が１，６１７㎡ 計５，４８９㎡です。 

申請理由、譲渡人、後継者へ生前贈与する。 

譲受人、受贈し耕作に従事する。ということです。 

権利の設定内容は贈与です。 

「全部効率利用要件」、主な作付けは水稲・野菜です。農機具は、耕耘機、

田植機、軽トラックです。バインダー、ハーベスターは親戚から借りてあり

ます。農作業暦は本人が５年です。これらの状況から、全体的な有効利用、  

効率的利用は問題ないと判断されます。 

「農作業常時従事要件」、年間通しての従事が見込まれます。「下限面積

要件」も問題ありません。 
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「地域との調和要件」ですが、世帯内の移動で作付けも今までどおりで

すので、周辺農地への影響はないと判断されます。 

よって農地法第 3条第 2項各号に該当しないため、許可要件のすべてを満

たしていると考えます。 

２月２０日に・・委員さんと譲受人立ち会いの下、現地確認を行ないまし

た。以上で事務局からの説明を終わります。 

議長     はい、以上の説明でございますが、関連委員さん補足説明ございましたら。 

・・委員   議長。 

議長     はい、・番・・委員。 

・・委員   只今説明を頂きましたように何ら問題はないと思いますが、担当委員とし

て補足をしたいと思います。２月２０日に事務局ご両名と譲受人の・・・・

さんと同時立ち会いの下、現地を確認しました。譲渡人と譲受人は親子関係

ですが譲受人・・・・さんは、これまでズート佐賀県の方に家を建てられて、

家族で生活されていたという事です。その間、親である・・・・さんの方が

人に頼んだり、雇ったりして耕作をしてあったという事ですが、高齢であら

れて特養ホームに入所されてからは、しばらくの間は、耕作放棄状態であっ

たという事です。ですが、特養ホームに入られた後、息子さんである・・さ

んは、時々帰られて田、畑を一応面倒みてあったという事ですが、耕作まで

には至らずに２年位前に帰られて荒れ放題になっておった田んぼを自力で開

墾して、昨年作付けをされて稲の収穫をしてあります。今後も単身で帰られ

てから農地の管理もするし耕作もするという事でありました。それで問題は

ないと思うんですが、農地は家の前に畑が１枚、約１５０ｍ位先に田んぼの

２筆があります。もう一枚小さいやつが２Km 位先に１枚あります。その１枚

は外の人の農地と同じ水面で「わのう」状態で１筆になっております。それ

は隣の人が耕作をして、共同作業をしてあるという事でした。今後もそうい

った事で耕作をするという事でありますので、親がおられる間は生前贈与を

受けて、今後、耕作に従事するという事であります。以上です。 

議長     はい、以上の補足説明でございますが、どなたかご質疑ございませんでし

ょうか？【異議なしの声あり】それではご異議ないようですので、５番も決

定いたします。 

続きまして、６番の説明を求めます。 

事務局      はい、６番 土地の所在、 

勝本町本宮仲触・・・・ 田 ６７４㎡ 

譲渡人、・・・・・・・・・・ 

譲受人、・・・・・・・・・・ 

経営地は田が２６，０１８㎡ 畑が５，６７１㎡ 計３１，６８９㎡です。 

申請理由、譲渡人、譲渡人の要望により売却する。譲受人、買い受けて耕

作に従事する。ということです。 
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権利の設定内容は売買です。 

「全部効率利用要件」、主な作付けは水稲、飼料です。農機具は、トラクタ

ー、田植機、コンバイン、ヘーベーラ、軽トラックです。農作業暦は本人が

２年、父母共に４０年です。通作距離は、５００ｍほどです。これらの状況

から、全体的な有効利用、効率的利用は問題ないと判断されます。 

「農作業常時従事要件」、年間通しての従事が見込まれます。「下限面積要

件」も問題ありません。 

「地域との調和要件」ですが、水稲を作付ける予定であり、周辺農地への

影響はないと判断されます。 

よって農地法第 3 条第 2 項各号に該当しないため、許可要件のすべてを満

たしていると考えます。 

・・委員さんの担当地区でありますが、ご病気で欠席の届が早目にあって

おりましたので、２月２０日に・・委員さんと譲受人のご両親立ち会いの下、

現地確認を行ないました。以上で事務局からの説明を終わります。 

議長     はい、以上の説明でございますが、関連委員さん補足説明ございましたら。 

・・委員   ・番。 

議長     はい、・番・・委員。 

・・委員   譲受人は、肉用牛と水稲を中心に経営をなさっておられます。売買した土

地につきましては、水稲と飼料作物を作付けするという事でございます。問

題はないかと思います。どうぞよろしくお願いします。 

議長     はい、以上の補足説明でございますが、どなたかご質疑ございませんでし

ょうか？【異議なしの声あり】それではご異議ないようですので、６番は決

定いたします。 

続きまして、７番の説明を求めます。 

事務局      はい、７番 土地の所在 

芦辺町中野郷西触・・・   田 １，３２２㎡ 

同じく           田   ５３７㎡ 

同じく           田    ８３㎡ 

同じく           田 １，００６㎡ 

同じく           田   ２６３㎡ 

同じく           田   ７７１㎡ 

芦辺町中野郷本村触・・・  田   ６９０㎡ 

芦辺町中野郷本村触・・・  畑   ３２５㎡ 

同じく           畑   ６９４㎡ 

同じく           畑   ４９０㎡ 

芦辺町中野郷本村触・・・  田   ６８４㎡ 

芦辺町中野郷本村触・・・  田 ２，０３１㎡ 

芦辺町中野郷本村触・・・  田 １，６８５㎡ 
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田が１０筆で９，０７２㎡、畑が３筆で１，５０９㎡計１３筆の１０，５

８１㎡ 

譲渡人、・・・・・・・・・・ 

譲受人、・・・・・・・・・・ 

経営地は田が９，０７２㎡ 畑が１，５０９㎡ 計１０，５８１㎡です。 

申請理由、譲渡人、後継者へ生前贈与する。 

譲受人、受贈し耕作に従事する。ということです。 

権利の設定内容は贈与です。 

「全部効率利用要件」、主な作付けは水稲・野菜です。農機具は、トラクタ

ー、田植機、バインダー、ハーベスター、軽トラックです。農作業暦は本人

が７年、父４０年、母３０年です。これらの状況から、全体的な有効利用、

効率的利用は問題ないと判断されます。 

「農作業常時従事要件」、年間通しての従事が見込まれます。「下限面積要

件」も問題ありません。 

「地域との調和要件」ですが、世帯内の移動で作付けも今までどおりです

ので、周辺農地への影響はないと判断されます。 

よって農地法第 3 条第 2 項各号に該当しないため、許可要件のすべてを満

たしていると考えます。 

２月２０日に・・委員さんと譲渡人立ち会いの下、現地確認を行ないまし

た。以上で事務局からの説明を終わります。 

議長      はい、以上の説明でございますが、補足説明ございましたら。 

・・委員   議長。 

議長     はい、・番・・委員。 

・・委員   今、事務局が申した通り２０日に現地で確認をいたしました。畑について

は野菜、田んぼについては、水稲と WCS、これは畜産農家と飼料契約をしてお

られまして、今後も作付けするとの事で別に問題はないと思われます。よろ

しくお願いします。 

議長     はい、以上の補足説明でございますが、どなたかご質疑ございませんでし

ょうか？【異議なしの声あり】それではご異議ないようですので、７番も決

定いたします。 

続きまして、８番の説明を求めます。 

事務局      はい、８番 地目につきましては、現況地目のみを読み上げます。 

土地の所在 

芦辺町住吉山信触・・・   田 １，１６３㎡ 

芦辺町住吉山信触・・・   田   ７５６㎡ 

同じく           田 ３，３０４㎡ 

同じく           田   ９６７㎡ 

芦辺町住吉山信触・・・   畑   ４４３㎡ 
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芦辺町住吉山信触・・・   田   ７５５㎡ 

同じく           畑   １９６㎡ 

同じく           田   １６０㎡ 

同じく           田 １，３８４㎡ 

同じく           田   ８７１㎡ 

芦辺町住吉山信触・・・   田   ５２３㎡ 

同じく           田   ４７０㎡ 

同じく           田 １，１７８㎡ 

田が１１筆で１１，５３１㎡、畑が２筆で６３９㎡計１３筆の１２，１７

０㎡ 

譲渡人、・・・・・・・・・・ 

譲受人、・・・・・・・・・・ 

経営地は田が３５，６３４㎡ 畑が７１７㎡ 計３６，３５１㎡です。 

申請理由、譲渡人、二男へ生前贈与する。 

譲受人、受贈し耕作に従事する。ということです。 

権利の設定内容は贈与です。 

「全部効率利用要件」、主な作付けは水稲・飼料です。農機具は、トラクタ

ー、田植機、脱穀機、コンバイン、軽トラックです。農作業暦は本人が１０

年、母４０年です。これらの状況から、全体的な有効利用、効率的利用は問

題ないと判断されます。 

「農作業常時従事要件」、年間通しての従事が見込まれます。「下限面積要

件」も問題ありません。 

「地域との調和要件」ですが、世帯内の移動で作付けも今までどおりです

ので、周辺農地への影響はないと判断されます。 

よって農地法第 3条第 2項各号に該当しないため、許可要件のすべてを満

たしていると考えます。 

２月２０日に・・委員さん立ち会いの下、現地確認を行ないました。以上で

事務局からの説明を終わります。 

議長     はい、以上の説明でございますが、補足説明ございましたら。 

・・委員   議長。 

議長     はい、・番・・委員。 

・・委員   贈与という事で、別に問題はないと思いますので、よろしくお願いします。 

議長     はい、以上の補足説明でございますが、どなたかご質疑ございませんでし

ょうか？【異議なしの声あり】それではご異議ないようですので、８番も決

定いたします。 

続きまして、９番の説明を求めます。 

事務局      はい、９番 土地の所在、 

芦辺町住吉前触・・・   田   ９１４㎡ 
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同じく          田 １，０７７㎡ 

同じく          畑 １，１８０㎡ 

同じく          田 １，２１５㎡ 

芦辺町住吉前触・・・   畑   ４８０㎡ 

芦辺町住吉後触・・・   畑 １，８３８㎡ 

同じく          畑 １，２２８㎡ 

同じく          畑   １４５㎡ 

同じく          畑   １７４㎡ 

同じく          畑 ２，７５５㎡ 

芦辺町住吉後触・・・   畑   ４２８㎡ 

田が３筆で３，２０６㎡、畑が８筆で８，２２８㎡計１１筆の１１，４３

４㎡ 

譲渡人、・・・・・・・・・・ 

譲受人、・・・・・・・・・・ 

経営地は田が２１，４６５㎡ 畑が９，６０５㎡ 計３１，０７０㎡です。 

申請理由、譲渡人、後継者へ生前贈与する。 

譲受人、受贈し耕作に従事する。ということです。 

権利の設定内容は贈与です。 

「全部効率利用要件」、主な作付けは水稲・麦です。農機具は、トラクター、

田植機、コンバイン、軽トラックです。農作業暦は本人が６年、父５０年、

母２５年です。これらの状況から、全体的な有効利用、効率的利用は問題な

いと判断されます。 

「農作業常時従事要件」、年間通しての従事が見込まれます。「下限面積要

件」も問題ありません。 

「地域との調和要件」ですが、世帯内の移動で作付けも今までどおりです

ので、周辺農地への影響はないと判断されます。 

よって農地法第 3条第 2項各号に該当しないため、許可要件のすべてを満

たしていると考えます。 

２月２０日に・・委員さん立ち会いの下、現地確認を行ないました。以上

で事務局からの説明を終わります。 

議長     はい、以上の説明でございますが、補足説明ございましたら。 

・・委員   議長。 

議長     はい、・番・・委員。 

・・委員   これも贈与という事で別に問題はないと思いますので、よろしくお願いし

ます。 

議長     はい、以上の補足説明でございますが、どなたかご質疑ございませんでし

ょうか？【異議なしの声あり】それではご異議ないようですので、９番も決

定いたします。 
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続きまして、議案第１１号「農地法第３条第１項目的の買受適格証明願に

ついて」を議題といたします。事務局の説明を求めます。 

事務局    はい、何度も申し訳ありませんが議案の修正をお願いいたします。譲受人

となっておりますが、申請人に変更願います。お手数をおかけします。議案

第１１号「農地法第３条第１項目的の買受適格証明願について」、

買受適格証明願が提出されたので、審議のうえ決定の要がある。 

        本案件につきましては、農地の競売に参加する者が農地法上、買い手として

適格であるかを判断し、買受適格証明書を交付するものであります。この適

格証明書の交付を受けることで初めて競売に参加することができます。 

            買い手としての適格であるかの判断につきましては、通常の農地法第 3 条

の許可基準と同様の判断をするものとなっております。 

            なお、事務処理の迅速化を図るため、買受適格証明書の交付を受けた者が

裁判所の最高価格買受申人等の決定を受け、後日、農地法の許可申請が提出

され、その申請内容が当該買受適格証明願申し出時と事情が異なっていない

と会長が認めた場合には、許可相当とする旨の附帯決議もあわせてお願いす

るものであります。 

            番号 1 土地の所在 

            芦辺町中野郷東触・・・   畑 １，５０３㎡ 

       芦辺町中野郷東触・・・   畑   ３３８㎡ 

       同じく           田   ７３１㎡ 

同じく           田 １，３６６㎡ 

同じく           田 １，２０５㎡ 

同じく           田   ２８５㎡ 

田が４筆で３，５８７㎡、畑が２筆で１，８４１㎡計６筆の５，４２８㎡ 

申請人、・・・・・・・・・・ 

            経営地は田が７，８１８㎡、畑が５，１６１㎡で計の１２，９７９㎡です。 

            申請理由、自己所有地の近くで耕作するにも利便性が良いことから、競売

入札に参加し、買い受け申し出をしたい。というものです。 

           「全部効率利用要件」、経営状況は、主に水稲と飼料の作付けです。農機具は

トラクター、畦塗機、溝切機、軽トラです。田植機は共同のものを利用されて  

おります。稲刈については、委託をされております。農作業暦は４０年です。

通作距離は遠いもので８００ｍ程です。 

      これらの状況から、農地の全部効率利用は問題ないと判断されます。 

「農作業常時従事要件」、年間通しての従事です。 

「下限面積要件」も問題ありません。 

「地域との調和要件」ですが、水稲等を作付ける予定であり周辺への問題

はないと判断しております。 

           よって、農地法第３条第２項各号に該当しないため、許可要件のすべてを
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満たしていると考えます。 

           ２月２０日、・・委員さん立ち会いの下、現地確認を行っております。以上

で事務局からの説明を終わります。 

議長     はい、以上の説明でございますが、補足説明ございましたら。 

・・委員   議長。 

議長     はい、・番・・委員。 

・・委員   ２０日に事務局と本人はどうしても仕事の都合で出席できないという事で

前もって、一寸、電話でお話をしました。今、申しますように直ぐ近くでし

て、トラクターで１分で行けるようなさきでありますし、ここの理由欄に書

いてありますとおりに一応これで参加したいなぁということで、本人が申し

ております。よろしくお願いします。 

議長     はい、以上の補足説明でございますが、どなたかご質疑ございませんでし

ょうか？【異議なしの声あり】それではご異議ないようですので、議案第１

１号は決定いたします。 

続きまして、議案第１２号「農地法第５条の規定による許可申請について」

を議題といたします。２番の説明を求めます。 

事務局   議案第１２号「農地法第５条の規定による許可申請について」、農地の転用

につき、次のとおり許可申請が提出されたので、審議のうえ意見を付して進

達の要がある。 

２番 土地の所在 

勝本町大久保触・・・  畑  １，００５㎡ 

同じく           畑  １，３１３㎡ 

計２筆で２，３１８㎡ 

転用目的 農業用施設用地 

貸付人、・・・・・・・・・・ 

借受人、・・・・・・・・・・ 

申請理由 長崎県畜産クラスター構築事業を活用して牛舎等を建築したい

ので申請します。というものです。権利の設定内容は使用貸借権です。・・・

番は農振農用地区域外の農地で農地の分類は、公共投資の対象となっていな

い生産力の低い第２種農地として判断いたしております。・・・番は農振農用

地区域内の農地で用途区分変更が県の同意を得て平成２９年１月３１日に完

了いたしております。位置図、写真、配置図は７頁から９頁です。農振農用

地区分変更の折、・・委員さんと現地確認を行っております。以上で事務局か

らの説明を終わります。 

議長     はい、以上の説明でございますが、関連委員さん補足説明ございましたら。 

・・委員   ・番。 

議長     はい、・番・・委員。 

・・委員   本件は、畜産クラスター事業によりまして、５０頭規模の繁殖牛舎を建築
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するという事でございます。管理につきましては、大久保触の近隣の方があ

たられるという事で問題はなかろうかと思います。農振の用途区分変更の折

に説明したとおりでございます。 

議長     はい、以上の補足説明でございますが、どなたかご質疑ございませんでし

ょうか？【異議なしの声あり】それではご異議ないようですので、議案第１

２号２番は意見を付して進達いたします。 

続きまして、３番の説明を求めます。 

事務局   ３番 土地の所在 

石田町石田西触・・・   田  １，０３３㎡ 

転用目的 事務所、倉庫、資材置場 

譲渡人、・・・・・・・・・・ 

譲受人、・・・・・・・・・・ 

申請理由 勤めで大工をしているが独立を計画しており、申請地を事務所、

倉庫及び資材置場として利用したいので申請します。というものです。権利

の設定内容は贈与です。農振農用地区域外の農地で農地の分類は、公共投資

の対象となっていない生産力の低い第２種農地として判断いたしております。

位置図、写真、配置図は１０頁から１２頁です。 

２月２０日、・・・・委員さんと譲受人立ち会いの下、現地確認を行ってお

ります。以上で事務局からの説明を終わります。 

議長     はい、以上の説明でございますが、補足説明ございましたら。 

・・委員   議長。 

議長     はい、・番・・委員。 

・・委員   只今の説明のとおりで２月２０日に現地確認並びに当人・・さんとお話し

致しました。その結果、家の近くに適当な倉庫、事務所を置く用地がない為

に、国道沿いのより利便性の良い所、それを活用して、大工の本業をやりた

いというような事で、今の事務局の説明のとおりでございます。そういうよ

うな事で、皆さん方のご協力、判断をよろしくお願いいたします。以上です。 

議長     はい、以上の補足説明でございますが、どなたかご質疑ございませんでし

ょうか？【異議なしの声あり】それではご異議ないようですので、３番も意

見を付して進達いたします。 

続きまして、議案第１３号 「平成２８年度 農用地利用集積計画の承認

について」を議題といたします。事務局の説明を求めます。 

事務局    はい、１３頁をお願いします。 

議案第１３号 「平成２８年度 農用地利用集積計画の承認について」、今

年度６回目になります。農業経営基盤強化促進法第 18 条第 1項の規定に基づ

き、下記農用地利用集積計画の決定について意見を求める。今回、利用権設

定の件数は５７件、借手が４２人、貸手が５４人です。田が 101 筆で 108,238

㎡、畑が 52 筆で 74,129 ㎡、合計で 153 筆の 182,367 ㎡です。 
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この件につきましては、農業委員皆様方の署名・押印を頂いておりますの

で、今回この一連について、ご承認を頂きたいと思います。内容につきまし

は、１４頁から１８頁に掲載しております。よろしくお願いいたします。 

議長    はい、この件につきましては、皆様方の署名、押印を頂いておりますので、

よろしいでしょうか。【異議なしの声あり】それではご異議ないようですので、

議案第１３号も決定いたします。それでは、その他の件をお願いします。（事

務連絡）皆さん方から何かございましたら。ございませんでしょうか。それ

では皆さん方からの意見も無いようでございますので、本日の総会の日程を

終了させて頂きたいと思いますがよろしいでしょうか。【はいの声あり】大変

お疲れでございました。 


